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保育科学生へ の ピアノ指導法の 基礎研究 （2 ）
　　

一
運 指 法 を 出 発 点 と す る 指 導 の 可 能 性  

一
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Cま じ め ここ

　保育現場で 必 要と され る幼 児歌曲の 伴奏技術を獲得する

上 で、バ イエ ル に 代表され る ような
一
般 ピア ノ学習者向け

の 導入教材を用 い た指導法の 縮小 や応用は、直接有効的で

はない の で はない か とい う仮説に基づ き、ある短大の 全 ピァ

ノ レ ベ ル の 学生 の 、幼 児歌曲の 旋律パ ー
ト （右手部分 ）に

対する指使い 決定能力につ い て 調査 した。その 結果 と して

第蜀回大会で は、幼児歌曲の 右手の 弾きに くさは、ピァ ノ

学習年数や進度の ような弾き手側の 要 因 よ りも、む しろフ

レ
ーズ その もの の 構造に依拠す ると い う一つ の 結論 を述べ

た。そ こで
一
般的 ピア ノ導入 教材を代表する もの と して選

ん だバ イエ ル の 曲と幼児歌曲を比較検討するこ とに よ り、
幼児歌曲の 右手部分の運指技術に とっ て一

般的 ピア ノ導入

教材の 何が効果的か、また何が機能してい ない か とい う点

を明 らか に して い くこ とが重要で あ る と思われる。本来、
ある幼 児歌曲es　（t「1）とバ イエ ル を同レベ ル で比較す るこ と

は曲数の上か らも、演奏手段が異な るこ とに よる曲の 性質

の 違い とい うこ とか ら も非 常 に 困難で あ るが、本研 究で は

両教材間での 差異 を明 らかに して い くた めの一一つ の 方策 と

して旋律の 構造 （  調性、  音組織）とそれに伴う指の 動

き （  2音 間にお ける運指パ タ
ー

ン、  間違い やすい 運指

パ ターン の 連続）につ い て 分析 ・比較を行っ た。

両 教 材 間 の 分 析 ・比 較

  調性 俵 1 ）

  音組織

　バ イエ ル は純 然た る調性音楽で ある。一方幼 児歌曲に は

わらべ うたや、調性音楽で ありなが らヨ ナ抜き長音階で 構

成され た もの も多く含まれて い る。両教材間で 共通すると

ころは、部分的また全体的な音階の 使用、半音階的経過音

や半音階 的刺繍音等の 非和声音の 使用、分散和音で の 構成

等で あ る。但 し分散和音 に つ い て は、バ イエ ル で は 3 和音

か ら成 る分散型が 多い の に対 し、幼児歌曲で は 3 和音か ら

成 る分散型に 加え、4 和音か ら成る分散型も見られ る。そ

の 他バ イエ ル で は、音階的順次進行に 持続音 の 装飾がつ い

た もの や同音 連打等も見られる。

  2 音間に おける運指パ タ
ー

ン 俵 2 　表 3 ）

　両教材 と も第1指か ら第 5指 の 音程 が 6 度になる指広げ

の 運 指 パ タ
ー

ンが 多く見 られ る。 異なる点はバ イエ ル で は

同音連 打が多い こ と、幼児歌曲で は 第 1指一
第 2 指間以外

の 隣接する指間で の 開き等、バ イm ル で は あまり見 られな

い 運指パ タ
ー

ン が存在す る。

　指くく
’D ・指まわしに関 しては、バ イエ ル で は全 て 2度

で の 指 くぐり・指まわ しで あるが、幼児歌曲で は 3度離れ

た指 くぐり
・
指 まわ しが 4 種類ある。

　指飛び に つ い て は、幼児歌曲に 比ベ バ イエ ル の 方が 指飛

びの 回数が 多 く、手の 交差に よ るもの も含 め、広 い 音域 に

わ た る跳躍が 見 られる。

  間違い やすい 運指パ タ
ー

ンの 連続

　演奏上の 音の 間違い は結果 と して基本ポ ジシ ョ ン （第 1

指か ら第 5指の 音程が 5度で 5 本の 指が 1指 1鍵 に 対応 し

て い る手 と鍵 盤の 関係）の 移動を伴う運指パ ターン （指広

げ、指 ちぢ め、指 くぐり、指 まわ し等）を用い な ければな

らな い 時に往 n に して起 こ る こ と か ら、こ こ ではそれ を

「間違い やすい 運指パ タ
ー

ン 」 と命名し、それ が連続する

場含、どの ようなパ ター・
ンの 組み 合わせ で 連続するの か を

大 き く9 つ に類分け し、その 内容とその 出現頻度 を調べ た

（表 4 〕。その 結果、両教材間で 復元パ タ
ー

ン 澗 違い や

すい 運指パ タ
ー

ン が逆の 方向で もリピー
トされる組み合わ

せ と、先に 間違い やす い 運指パ ター
ン で 起こ っ た 手の 状 態

の まま、先に使用 した 指とは別の 指を使用 した組み 合わせ

の こ と）が 見られた 。 しか し両教材間 で決定的に違うの は

幼児歌曲で は、指広げが連続する組み 合わせ の 出現回数、

種類が 持に 多い こ とを始め、指広げ と指ちぢ めの 組み合わ

せ、指広げと同音連打の 組み合わせ、指広げ と指 くぐり・

指まわ しの 組み合わせ 等、指広げ （指 ちぢ め も含む 〉 と何

か との 組 み 合 わせ がバ イエ ル に比べ 多い こ とで ある。 また

同音連打や 指 くぐり・指まわ しが 連統する組み合わせ につ

い て はバ イエ ル の 方が 出現回数が 多か っ た 。

．
考 察

　以上 の 項目  一  の 結果か ら、バ イ エ ル の 教材の 中で幼

児歌曲に応用で きるの は ハ 長 調と ト長 調の 練習で あり、第

1指か ら第 5指の 音程 が 6度になる指広げの ポジシ ョ ン と

指くぐり・指 まわ しぐらい で あると考えられ る。 但 し先述

した ように、幼児歌曲で は各調の 音階で普通 は指 くぐり・

指まわ しす るポイン トで、指 くぐり・指まわ しをしなかっ

た りす るこ とも多 く、幼児歌曲の指使い を考える際に は、
各音階の

一
般的指 くく

’
　O ・指まわ しの ポイン トに関 す る固

定概念がか えっ て、障害に なりうる場合 もある と予想 され

る。また第 1指 か ら第 5指が 6度の 指広げポ ジ シ ョ ン にお
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い て も第1指と第 2 指間の 3度開きに加 え、ヨ ナ抜き長音

階の 構成音間等で、他の 隣接する指間で の 3度開 きも見ら

れ る。運指パ ターン の 連 続にお ける分析で は、一連の ヨ ナ

抜き長音階的進行で ある場合、間違 い に くい 運指パ タ
ー

ン

に カ ウン トされて しまうこ とが 多い の で 示す こ とが で きな

か っ たが、配置に よっ て は第 3指
一
第 4指間の 3 度の 開 き

も起こ りうるの で ある。

　従っ て幼児歌曲の 右手旋律の 運指技術の 習得に は、バ イ

エ ル に ない 「第 1指一
第 2 指間以 外の 隣接する指間にお け

る指広げ戸指広げ （指ちぢめ）が連続する運指パ ター一
ン1

脂 広げ と指ちぢ め が 連続する運揖パ タ
ー

ン亅
「指広げ （指

ち ぢめ も含む ）と同音連打が 連続する運指パ タ
ーン 1「指広

げ （指 ちぢめ ）と指くぐり・指まわ しが連続する運指パ タ

ー
ン ユ

「3度離れた指 くぐり・指まわ し」の 運指練習を、幼

児 歌曲に おい て 頻出度の 高い へ 長調 やハ 長調、二 長 調、ト

長調を中心 と した調性に おい て補っ て い くこ とが 必要 とな

るで あろ う。
Cth1｝

ここで使用した幼児紬剿ま、本桟でN用しているテキストの小林美実縮『こどものうた200』チャイル

　ド本桂であるが、実際には202画あるc うち1曲ltpmのない手あそびうたのため省き、調査曲は201曲と

　なった。

表 1

調 性　教材バ イ エ ル （106曲）幼児歌 曲 （20置曲）

わ らべ うた o （o．o％） 14 （70％）− −一一 「
ハ 長 調 64 （60．4％） 42 （209 ％）

へ長調 8 （7．5％） 74（36．8％）　　一一 〒一
卜長 調 22 （20．8％） 16（8．0％ ）

二長調 2 （1、9％〉 35 （1了．4％）

イ長 調 2 （1．9％） 1 （0．5％ ）

ホ長調 1 （0．9％） 1 （D．5％）

変 ロ 長調 1 （0，9％） 7 （3．5％）

変ホ長調 0 （0．0％） 7 （ 3．5％ ）

変イ 長調 0 （0．0％） 1 （D、5％ ）

変 ト長調 0 （0．0％） 1 （0．5％）

イ短調 6 （5．7％） D （0．0％）

ホ短調 0 （0．0％〉 1 （0、5％ ）

ハ 短調 0 （0．O％） 1 （0．5％ ）
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